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2014年４月１日・２日、日本公認会計士協会は、IFRS財団

と共催で、国際財務報告基準（IFRS）フレームワークベース

研修会（講師は、IASB・IFRS教育担当ディレクターのMichael

Wells氏、IASB理事の鶯地隆継氏、前IASB理事の山田辰己氏、

IFRS財団アジア・オセアニアオフィス ディレクターの竹村

光広氏）を開催した。

そこで、本誌では、Wells氏が本研修会参加のために来日さ

れたこの機会をとらえ、青山学院大学大学院教授の橋本 尚氏、

公認会計士の山田善隆氏、本研修会講師をお務めいただいた竹

村氏にお集まりいただき、Wells氏にIFRS教育に関するインタ

ビューを行った。

インタビューでは、IFRS財団の教育イニシアティブについ

て、その目的、組織、活動内容をはじめ、従来型のIFRS研修

との違い、IFRS教育に関するアドバイスを伺うとともに、日本におけるIFRS教育のあり方についてご議論いた

だいた。是非、ご一読いただきたい。

なお、文中の発言は、個人の見解であり、必ずしもIASBやIFRS財団の見解ではなく、IFRSの解釈を示すもの

ではない。

（機関誌編集員会）

国際会計基準審議会（IASB）
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１．目的、組織及び活動内容につ

いて

竹 村 はじめに、IFRS財団の

教育イニシアティブとはどのような

ものか、その目的、組織、メンバー、

活動プランなどについて、Wellsさ

んよりご説明いただけますか。

Wells 教育イニシアティブの背

景にある考え方は、国際財務報告基

準（IFRS）のアドプションと首尾一

貫した適用を促進するというIFRS

財団の目標とつながっていますⅰ。

教育イニシアティブの規模は非常に

小さく、現在は６名で活動していま

す。以前と比べると規模は大きくなっ

ており、当初は私１人だったことか

ら考えるとかなり大きくなったとい

えるでしょう（笑）。

竹 村 IFRS財団アジア・オセ

アニアオフィスのようですね。

Wells 私たちは、目標達成のた

めに、さまざまな人たちと協力する

ことが重要であると考えています。

そのよい例が、日本公認会計士協会

（JICPA）や日本の教育関係者の協

力により開催した今回の東京でのワー

クショップです。多くの人々が協力

することで、IFRSのよりよい適用

を達成することができます。特に、

受講者にとって、最も慣れ親しんだ

言語で書かれた資料を利用できるこ

とは非常に重要です。これは、私た

ちの活動の中でも重要な仕事です。

世界で何らかの効果を得たい場合、

まず、どのようなリソースを提示で

きるかを慎重に計画し、そして、ほ

かの人たちと協力して、できるだけ

幅広く普及させます。これが、教育

イニシアティブの目的です。ほかに

は、新興経済国や中小企業にも注力

しています。2013年はBRICsのすべ

ての国とその経済をターゲットにし

て活動を行いました。また、中小企

業向けIFRS（IFRSforSME）プロ

ジェクトでは、中小企業向けIFRSの

研修資料を作成しました。多くの人々

と協力することにより、より多くの

ことが達成できると考えています。

２．教育活動への取組みについて

山 田 IFRS財団は、ここ数年、

教育活動をより重視していると感じ

ます。これはなぜでしょうか。

Wells IFRSの適用全般をより重

視しているといえると思います。世

界の多くの国がIFRSのアドプショ

ンを行いました。IFRSのアドプショ

ンが進むと、次の段階として、IFRS

が世界で首尾一貫して適用されるこ

とが必要になります。そのために、

IFRS財団や国際会計基準審議会

（IASB）が果たす役割がより注目さ

れているのだと思います。そして、

IFRSの教育イニシアティブはその

一部なのです。私は、特に、教育機

関との連携に関心を持っています。

というのも、IFRSが世界中でどの

ように適用されるかは、次世代の会

計士のIFRS教育にかかっているか

らです。

橋 本 IFRSのアドプションの

提唱から、現在はIFRSが首尾一貫

して適用されることに焦点が移った

のですね。

Wells 世界的に統一された１組

の会計基準があれば、世界で首尾一

貫した適用が行われることが当然期

待されます。そうであれば、必然的

に世界においてIFRSを適用するた

めの能力やIFRSの理解を確実なも

のとすることが次のステップになり

ます。

IFRSをアドプションした一部の

国で、その国のIFRS実務に従前の

GAAPの実務が一部含まれてしまう

ことがあります。世界中のさまざま

な国でIFRSのアドプションが行わ

れているため、IFRSの適用方法に

ばらつきが生じる可能性はあり得ま

す。それに対する取組みは、重要な

取組みの１つです。

３．役割について

竹 村 教育イニシアティブの目

的は、IFRSの適用を円滑に行える

よう支援することだと思いますが、

IASB又はIFRS財団には、IFRS解釈

指針委員会などの他のグループがあ

り、IFRSの適用が円滑に行われる

ように支援を行っています。これら

のグループと教育部門に関わりはあ

るのでしょうか。また、機能を分担

しているのでしょうか。

Wells 一番の違いは、教育部門

では、IFRSの解釈は行わないとい

う点です。特定の論点に関して解釈

が必要な場合、IFRS解釈指針委員

会が解釈指針書を作成するか、新し

い要求事項の策定を行うようIASB

に検討を依頼します。私たちが行っ

ているのは、IFRSに記載されてい

る要求事項の説明を行うことです。

そして、私たちが作成するケース・
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スタディーでは、特に、判断や見積

りが必要な事項を取り上げています。

細則主義の制度からIFRSに初めて

移行した際に、多くの人が直面する

可能性のある課題を取り上げるよう

にしています。ケース・スタディー

を作成する際は、判断や見積りが必

要な論点を選んでいます。これらの

ケース・スタディーを実際に利用し、

その反応をまとめています。私たち

の考え方や私たちの判断ではなく、

世界中のIFRS講師に特定の状況に

おいてどのような判断を行うかを聞

いた結果です。すると、中には「す

べての人がこの処理はこうなると答

えた」というものもあれば、「ほと

んど（又は多く）の人が○○と結論

付けたが、××と結論付けた人も中

にはいた」というものもあります。

特に、判断や見積りが必要な分野で

は、特定の質問に対する答えが複数

存在する場合があります。私たちは、

講師に対して、ケース・スタディー

の事実関係を適宜変えるように奨励

しています。事実関係がわずかに異

なる場合、異なる答えが導かれる場

合があります。事実関係がわずかに

異なると、どのように異なる答えが

導かれることになるかについて、研

修では議論する予定です。これは、

判断や見積りにおいて非常に重要だ

と思います。「これは正しい」、「こ

れは間違っている」ということでは

なく、考え方、考えるプロセスが重

要なのです。

すなわち、IFRSの特定の論点に

おいて判断を行う際に用いるレンズ

のようなものです。具体的な決定を

教えるのではなく、それを行うため

のツールを教えるのです。具体的な

事項を受講者に教えたとしても、そ

れは判断や見積りを行うにあたり実

際に直面する事項ではないかもしれ

ません。重要なのは、判断や見積り

を行うためのスキルを身に付けるこ

とです。特定のケースにおける判断

を覚えることでもありません。この

ように、ケース・スタディーで取り

上げている判断や見積りをどのよう

に行うかについて、その考え方を身

に付けることに重点を置いています。

１．従来型研修との違い

竹 村 他の従来型の研修と比べ

て、フレームワークに基づくIFRS

教育が異なるのは、主にどの点でしょ

うか。また、判断や見積りについて

今お話をいただきましたが、もう少

し詳しくご説明いただけますか。

Wells このようなワークショッ

プを実施した一部の国・地域では、

従前必要とされていたスキルは、特

定の状況に適用される適切な要求事

項、あるいは、適切な規則を特定で

きることであったとの意見が聞かれ

ました。要するに、膨大な情報や知

識の中から適切な規則を見つけ出す

スキルです。

竹 村 基準の中から、特定の取

引に適用される規則を見つけるとい

うことですね。

Wells そうです。規則が見つか

れば、適用方法が示されています。

もし明確でなかった場合には、その

規則をどのように適用すればよいか、

誰かがガイダンスを示してくれるの

です。しかし、IFRSの場合、多く

のケースでそのようにはいきません。

例えば、ケース・スタディーの１つ

に、IAS第８号のヒエラルキーの適

用方法がありますⅱ。特定の取引又

は事象についてIFRSに定めがない

場合に、その特定の取引又は事象に

関する会計方針をどのように定め、

適用するのかという問題です。忠実

に表現された目的適合性のある情報

を提供するためにはどのような考え

方をすればよいか、そのための答え

はどのように導き出せばよいかを考

えなければなりません。目的適合性

のある情報、すなわち、投資家、貸

手、その他債権者が資源の配分に関

する決定を行ったり、例えば、株式

を購入、保有、売却する決定を行っ

たりする際に有用となるような情報

を提供しなければなりません。その

ような情報を提供しようとすること

で、IFRSにおける判断や見積りに

関して、どのような考え方をすれば

よいか、多くの事項に関して自ずと

答えが出ると思います。とはいえ、

IFRSは完全な原則主義の制度では

ありません。規則も存在するので、

例えば、金融商品に関して完全な原

則主義のアプローチを適用すると、

特定の会計処理を定めた金融商品に

関する規則に反してしまうことにな

る場合があります。

私たちが提唱しているのは「フレー

ムワークに基づくIFRS教育」です。

すなわち、教育では、概念フレーム

ワークに焦点を絞るべきであると考

えています。概念フレームワークの

概念と異なる規則がIFRSに定めら

れている場合、規則がフレームワー

クに優先します。フレームワークを

参照するのは、IFRSの要求事項が

存在しない場合です。しかし、IASB

がIFRSを定める際、IFRSを定める

基礎として概念フレームワークを用

いることが求められます。そのため、

IFRSの研修を行うにあたり、その

教え方やIFRSの理解を概念フレー

ムワークに結び付けることは自然な
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ことであると私たちは考えています。

概念フレームワークと整合していな

い点は、概念フレームワークの例外

と考えます。個々の財務報告基準を

概念フレームワークに結び付けて理

解していれば、基準の変更に対応す

ることが容易になります。例えば、

「改正前のリース基準は概念フレー

ムワークと不整合な点があったもの

の、改正後の基準は概念フレームワー

クとより整合性が図られている」や、

「この基準はいくつかの点で完全に

はフレームワークと整合していない」

というように理解することができま

す。整合していない点を理解するこ

とで、一貫した知識を持つことがで

き、基準の変更に対応できるように

なると思います。これが、「フレー

ムワークに基づく教育」と呼んでい

る理由です。しかし、一番重要なの

は、判断と見積りに重点を置くこと

です。概念を理解できれば、何が概

念フレームワークと異なっているの

かを理解できます。そして、個々の

要求事項を考える時に、それらの要

求事項を適用するために必要な判断

や見積りをどのように行うかを考え

ることができるのです。

竹 村 IFRSは100以上の国で適

用されていますⅲ。100以上の国で

用いられているすべての種類の取引

をカバーすることは不可能です。こ

のことを考えると、当然のことなが

らIFRSは原則主義でなければなり

ません。また、IFRSの利用者は判

断をしながらIFRSをどのように適

用すればよいかを学ばなければなり

ません。先ほどWellsさんがおっしゃっ

たとおり、IFRSを学習する最も効

率的な方法は、概念フレームワーク

を基礎とすることだと思います。会

計基準の要求事項は、通常、概念フ

レームワークと整合しています。例

えば、80％が整合しているとして、

その80％は覚える必要がありません。

概念フレームワークと異なる、残り

の20％を覚えればよいのです。

Wells これはとてもよい指摘だ

と思います。記憶しなければならな

いIFRSの要求事項は比較的少なく、

その適用方法が重要であるという点

です。概念フレームワークに基づい

て理解していれば、記憶しなくても

よい場合が多いのです。概念フレー

ムワークを通して判断すれば、自ず

と答えが導き出されるからです。

竹 村 概念フレームワークの出

発点は、既存の、又は潜在的な投資

家、融資者、債権者に対して有用な

情報を提供するという概念フレーム

ワーク又はIFRSの目的です。

何を会計処理すべきかが分からな

い場合には、財務報告の目的に立ち

返ることが重要ですね。

Wells 私たちは、IFRSの講師に

対して、要求事項から教え始めない

ように伝えています。まず、取引が

行われます。そこには事象があり、

何らかの経済的実質があります。ま

ずは、何が起こったのかを理解しな

ければなりません。経済的実質を理

解したら、どのような情報を提供す

れば、投資又は融資の決定を行うに

あたり有用になるかを考えます。そ

こで初めて要求事項を見ます。受講

生が考えるものと要求事項が異なる

ものであった場合、なぜ異なるのか

を考えます。「なぜ」が重要なので

す。例えば、財務報告の目的の質的

特徴を最大化しないような要求事項

が定められている場合、その理由が

基準の「結論の根拠」で説明される

ことがよくあります。私たちはその

ように考えることを奨励しています。

竹 村 そのような考え方は、要

求事項を記憶する際に役立つと思い

ます。というのも、考え方が要求事

項と同じ場合、そのことは覚えない

でしょうが、もし異なるのであれば、

それは記憶に残ります。

Wells そのとおりです。例外だ

からこそ例外として記憶できるので

すね（笑）。

竹 村 人は違いがあると記憶し

ます。そこで、研修ではまず概念フ

レームワークと整合する会計処理は

どのようなものかを聞きます。もし、

正解が概念フレームワークと異なっ

ていた場合、受講者はなぜ違ってい

たかを覚えるでしょう。例外ができ

た理由を記憶すると思います。

Wells よい指摘ですね。

２．教材の特徴

竹 村 続いて、研修で使用する

教材の特徴をご説明いただけますで

しょうか。

Wells 私たちは、教材をステー

ジ１、ステージ２、ステージ３とい

うように、３つの段階に分けていま

す。ステージ１は、初級財務報告コー

スです。ステージ２は、CPA資格取

得過程レベルの受講者向けです。ス

テージ３は、資格取得後レベルの受

講者向けです。このように３段階に

分けている理由ですが、私たちは判

断と見積りに重点を置いていますが、

会計の勉強を始めたばかりの学生に

対して、判断を行う能力があると期

待することはできません。そのため、

ステージ１ではまず、その分野で行

うべき判断の種類を教えます。ステー

ジ２では、これらの判断がどのよう

なものかを理解できるようにします。

そして、ステージ３では、それらの

判断を行うだけの能力があることを

確認します。ステージ３では、ケー
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ス・スタディーを使います。例えば、

ケース・スタディーでは宇宙旅行の

例を扱っていますが、事例を強調し

たり、大げさにすることで、事例が

異なるとその答えも異なることを容

易に理解できるようになります。

３．IFRSへ移行中若しくは予定の

国におけるフレームワーク教育

竹 村 このフレームワークに

基づく教育のアプローチは、大学で

勉強中の学生又はCPAの資格を取ろ

うとしている学生を対象にしている

とのことですが、これまで細則主義

が主流だったものの、IFRSに移行

しようとしている国はどうでしょう

か。原則主義の考え方がそれほど浸

透していない国の場合です。CPAの

資格を既に持っていても、移行期間

中に再度研修を受けなければならな

い場合があるのではないでしょうか。

Wells 例を１つお話したいと思

います。私たちのフレームワークに

基づく教育プロジェクトが始まった

のは、カナダがIFRSをアドプショ

ンした時です。カナダは、「我々の

会計基準の目的はIFRSの目的と似

ているものの、要求事項は米国に近

い」といっていました。これは、カ

ナダが米国会計基準の規定の多くと

コンバージェンスを図っていたから

です。その後、IFRSへの移行が決定

され、業界固有のガイダンスの多く

は廃止されることになりました。そ

の際、カナダ勅許会計士協会（CICA）

が、カナダのIFRS講師とともにセッ

ションを開催し、原則主義の会計基

準の下でどのように判断や見積りを

行うかを教えてほしいと私たちに依

頼してきたのです。それが、フレー

ムワークに基づく教育プロジェクト

の始まりです。IFRSも米国会計基

準もカナダ会計基準も同じように原

則主義であると思いますが、米国会

計基準には、その上に業界固有のガ

イダンスが多く定められています。

ガイダンスがなければ、判断や見積

りをより行わなければなりません。

このように、最初のフレームワーク

に基づく教育研修は、CICAで行わ

れました。

竹 村 教育イニシアティブが始

まったのが、ローカルGAAPから

IFRSに移行したカナダだったとい

うのは興味深いです。フレームワー

クに基づくアプローチは、ローカル

GAAPからIFRSに移行する国に必要

だということですね。

Wells すべての人にとって有用

だと私は考えています。背景にある

考え方ですが、「IASBが基準を定め

る際に使用したフレームワークが妥

当なものであるならば、基準の要求

事項は、フレームワークに沿ってい

るはずである」というものです。そ

して、フレームワークを基礎とした

基準に定められた原則を適用するこ

とは、論理的な方法だと思います。

このような方法は世界でも認められ

ていると感じていますし、非常に喜

ばしいことです。

４．日本におけるIFRS教育

橋 本 大学での会計教育ですが、

IFRSの適用方法を指導する方法を

変革する必要があると考えています。

私たちのような大学教員にとって、

オリジナルのケース・スタディーや

教材を作成することは簡単ではあり

ません。また、日本では原則主義の

会計基準やフレームワークに基づく

教育は一般的ではありませんので、

日本の会計教育にとってビッグバン

のようなものです。

竹 村 日本の現在の会計教育は

どのようなものなのでしょうか。

橋 本 ケース・スタディーやディ

スカッションはありません。教科書

を使って概念を教える講義形式の、

古いタイプの教育方法です。

竹 村 日本の大学でのIFRS教

育は、IFRSを基礎から教えるので

はなく、日本の会計基準とIFRSの

違いを説明することに重点が置かれ

ていると聞きました。

Wells それはとても興味深いで

す。私は、2014年２月に米国会計学

会（AAA）の国際部門から招待を

受け、IFRSを授業に組み込む方法

についてプレゼンテーションを行い

ました。自国の基準とIFRSという

２つの利用可能な会計基準がある場

合、IFRSを使う企業もあれば、自国

の会計基準を使う企業もあります。

そこで、２つの制度を、別々にでは

なく同時に教える方法についてプレ

ゼンテーションを行いました。米国

会計基準の目的はIFRSと同じであ

り、基準の質も同等です。米国会計

基準の概念フレームワークは同じ、

若しくは非常に似ています。一方で、

同様の概念フレームワークがあると

しても、米国会計基準には米国会計

基準の要求事項、IFRSにはIFRSの

要求事項があります。その研修では、

類似の概念フレームワークがある場
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合、すべての質的特性に照らして、

どちらの基準の要求事項が最も財務

報告の目的を満たしているかを受講

者に尋ねました。また、講師にその

評価を行ってもらいました。この研

修では、講師も非常に楽しんでいた

と思います。

竹 村 受講生にとっても、その

ような授業はとても楽しいですね。

Wells 比較やディスカッション

をとても楽しんでいたと思います。

ただし、この方法は自国の会計基準

の目的がIFRSの目的と同じでなけ

れば有効ではありません。世界の会

計基準の中には、IFRSと目的が異

なり、税金を目的としたものもあれ

ば、中央政府の計画立案を目的とし

たものなど、投資及び融資の意思決

定に係る情報提供以外を目的とする

ものもあります。そのような場合、

この形式での授業は難しくなると思

います。

竹 村 現在、日本の大学では、

主に講義形式で教育が行われますが、

講義では講師の考え方、講師がどの

基準の要求事項が財務報告の目的を

満たすと考えているかが教えられま

す。学生は考えることを求められま

せんが、よい会計士になりたければ

学生が自ら考える必要があります。

Wells 学生が、実務に直面する

前に、判断や見積りを行う訓練をし

ておくのは有用だと思います。その

訓練を、実務経験を通じて行うか、

大学で行うか、方法は１つではあり

ませんが、判断や見積りを自信を持っ

て行うことができるようになるため

には、能力を早くから身に付けたほ

うが、判断や見積りを実務で行わな

ければならない場合により自信を持っ

て行うことができると思います。特

定の状況で下された特定の判断を知

ることではなく、そのような判断を

行えるようなスキルを身に付けるこ

とがこの学習の目的です。

竹 村 橋本先生は、日本の大学

でもこのような指導法が可能だと思

われますか。

橋 本 可能だと思います。

今、新しい指導法を考えています。

日本では、学生は「正解」を求めま

す。取引の背景や、IFRSをどのよ

うに適用するかではなく、正解が日

本の学生にとっては重要なのです。

正解を求めないフレームワークに基

づくIFRS教育は、日本の大学の会

計教育における指導法が変わること

を意味します。

５．判断及び見積りの重要性につ

いて

竹 村 先ほどの点に戻りますが、

事実が同じで、かつ財務報告の目的

が同じ場合、答えは同じでなければ

ならないのでしょうか。それとも、

企業がどのように判断及び見積りを

行ったかによって答えが変わること

もあるのでしょうか。

Wells 間違った答えというのは

多くあると思いますし、正しい答え

が複数あることもあり得ます。私が

財務諸表を見る場合、最初に見るの

は監査報告書です。監査報告書に限

定意見が付されている場合、それ以

上読み進めないと思います。無限定

適正意見が付されている場合、最も

重要な会計方針を適用するにあたり、

その会社が一番苦労した点を見たい

と思います。IAS第１号には、「最

も重要な会計方針を適用することが

難しかった場合、それについて行っ

た判断について開示を行う」という

ような要求事項が定められていま

すⅳ。IAS第１号にはその例も示さ

れています。重要な会計方針の適用

に判断が介在した場合、そして、そ

の判断が難しい判断であった場合、

その判断が適切であると思う理由を

文書化して、開示しなければなりま

せん。「この判断は難しかった」と

人に伝え、異なって判断される可能

性があると分かるような情報を提供

するのです。そして、その異なる判

断も開示します。研修で取り上げる

例の１つを使ってご説明したいと思

います。

例えば、鳥の繁殖を行っていると

した場合、その鳥は明らかに生物資

産です。鳥は生きている動物で、その

繁殖を行っているので、これは農業

活動になるため、IAS第41号「農業」ⅴ

を適用します。しかし、動物園を運

営し、雄の鳥しかいない場合、繁殖

は行われません。人が鳥を鑑賞して、

それに対してお金を支払うため、こ

れは、IAS第16号「有形固定資産」

が適用される有形固定資産になりま

すⅵ。では、繁殖が行われている動

物園の場合はどうなるでしょうか。

この場合、鳥の繁殖を行って鳥を販

売することにより生じるキャッシュ・

フローと、鳥を見に来た人から得る

キャッシュ・フローの２つのキャッ

シュ・フローが存在します。鳥の繁

殖を行う動物園に関する基準を定め

ることはしません。判断を行うこと

が必要になります。例えば、一方の

キャッシュ・フローの重要性が低い

場合、もう一方の重要性の高いほう

の基準に従った分類になります。し

かし、どちらも重要な場合にはどう

すればよいでしょうか。ここで、

IAS第１号に基づいて開示を行いま

す。「この答えに達するにはこのよ

うな判断を行ったが、それはとても

難しかった」という開示を行い、情

報を提供します。個別に規則を定め
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てもあまり役には立たず、規則を定

めようとすれば、膨大な規則が必要

になります。適用指針を示せばそれ

は役立ちます。しかし、あまりにも

多くの規則を定めてしまえば、特定

の会計処理を得られるように取引の

ストラクチャリングを行う機会を与

えてしまうことになるのです。法律

が異なる100以上の国で運用できる

原則主義の会計基準を定める上で、

規則とのバランスをとることは難し

いことです。最善の方法は原則を定

めることです。例えば、日本と南ア

フリカで同じ取引が行われたとしま

す。しかし、法域やその他の事実及

び状況は異なります。最初は同じ取

引に見えても、実際には異なるとい

うこともあるのです。そのような場

合、異なる結論に達することは適切

です。原則主義であればそのような

ことが可能になると思います。しか

し、規則があれば、異なるものを同

じものに見せるために取引を組成で

きてしまうかもしれません。これは

比較可能性ではありません。異なる

ものを同じものにしてしまえば、そ

れは均一化です。異なるものを同じ

ものに見せた場合、一見すると比較

可能性を達成しているように見えて

も、実際には違うのです。

６．研修で利用するケース・スタ

ディーについて

山 田 最初に作成されたのが

「オープン・サファリ」のケースだ

と思いますが、これはほとんどの産

業にとってあまり一般的な例ではあ

りませんⅶ。これは意図的にそのよ

うな例を選んだのでしょうか。また、

それはなぜでしょうか。

Wells 私たちは、講師が回答に

ついて事前の知識を持たないように、

一般的でない事例を使いたいと考え

ました。オープン・サファリのケー

ス・スタディーを使い始めた当初、

私たちは、講師たちと授業のシミュ

レーションを行いました。講師に受

講者になってもらい、私たちが提案

する授業を体験してもらったのです。

実際に行わなければならない判断は、

教わった判断とは異なるのです。私

たちが受講者に教えるのは、判断を

下す方法です。事例に適用できるよ

うなスキルを身に付けさせたいので

す。いずれにせよ、私たちは講師が

あまり知らないような例を意図的に

考えました。講師がケース・スタディー

を楽しんだのは、これが理由だと思

います。事例について事前の知識を

持っている人がほとんどいないため、

恐れることなく参加できたのだと思

います。また、オープン・サファリ

だけでなく、ほかの例、例えば、商

業宇宙旅行の例も含まれています。

宇宙旅行はまさに今、世界で始まろ

うとしている事業ですので、受講者

は非常に関心を持ってくれます。宇

宙旅行は、減価償却のための判断や

見積りなど、面白い事例を提供して

くれます。私たちは、先入観を持た

ないように、講師もよく知らない事

例を使ってスキルを高められるよう

にしています。あと、個人的にサファ

リに行くのが好きだったというのも

理由の１つです（笑）。

山 田 教材にとって一番重要な

のは、面白いことだと思います。こ

の教材はとても面白いです。このよ

うな教材にすることで、講師も受講

者も過去の経験を使うのではなく、

論理に集中できます。

Wells ケース・スタディーを作

成する上で、そのことを念頭に置き

ました。

山 田 今後、教材を作成するに

あたり、ほかにどのようなアイディ

アがありますか。

Wells 私たちができるのは、教

材を作成し、自分たちがよいと思う

アイディアを講師に見せ、「このア

プローチに興味があるならば、喜ん

で支援します。喜んで教材を作成し、

ワークショップを行います」と伝え

ることだけです。このアプローチを

採用するか、また、採用する場合に

は私たちの支援が必要かを評価し、

決定するのは皆さんです。このプロ

ジェクトを開始する数年前からフレー

ムワークに基づくIFRS教育に関し

て話し合ってきました。私たちは、

IFRSの講師たちの話を聞くために

色々なところをまわっていました。

しかし、「アイディアはとてもよい

と思うし、それを実践してみたいが、

教材がなければそれは難しい」との

意見が多く聞かれました。そこで、

私たちは教材を作成することを決め

ました。私たちは、会計士、あるい

はそれに相当する資格を得るために

行われる研修コースをすべてカバー

するような教材を作成しようとして

いるのではなく、さまざまな包括的

な例を示すことにより、考え方を示

そうとしているのです。IASBに入

る前、私はIFRSを教える立場でし
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たので、ケース・スタディーの作成

にどれだけの労力が必要か分かりま

す。今では常に作成しているので、

もっと身にしみて分かりますが（笑）。

ケース・スタディーを共有すること

は重要です。私たちが作成する教

材ⅷは、すべての人が無料で使用で

き、多くの人が活用できるように広

く話されている言語に翻訳されてい

ることが重要です。

竹 村 このワークショップのた

めに、JICPAが資料の翻訳をしてく

れました。ありがとうございます。

Wells 翻訳がなければ、私たち

IFRS財団が開発した教材を選んで

使う講師の数はとても少ないと思い

ます。私たちと連携することが、日

本にとって持続的な便益をもたらす

ことになれば幸いです。

７．IFRS教育についてのアドバイス

竹 村 IFRSを指導する際のア

ドバイスやコツがあればお聞かせく

ださい。

Wells 私がIFRSについて指導し

た個人的な経験ですが、IFRSを教

えることは非常に楽しいことです。

IFRSを教えたり、学習したりする

ことが楽しくないと感じる場合、何

かが欠けているのだと思います。

IFRSの目的は、投資や融資に係る

意思決定のために、実際に起きてい

る経済的な事象についての情報を有

意義な方法で反映することです。

会計はつまらないとの意見を聞く

ことがあります。会計がつまらない

のは、何かが間違っているからです。

投資や融資の決定を行うことほどワ

クワクすることはありません。そし

て、会計とは、その投資や融資の決

定を行うための情報を提供するもの

なのです。もし、会計がつまらなけ

れば、すべての経済事象はつまらな

いということになります。

竹 村 Wellsさんにとって、

IFRSを教えることは、007の映画を

観るよりも楽しいのですね。

Wells もちろんです（笑）。学習

は楽しいほうが身に付くと思います

し、講師と受講者の双方向のほうが

楽しい場合が多いと思います。受講

者を参加させて考えさせることがコ

ツだと思います。それはとても実り

ある経験になると思います。

８．実績及び受講者等からの評価

山 田 今までフレームワークに

基づいた指導を数多く行ってこられ

たと思いますが、受講者からの全般

的な評価はどのようなものでしょう

か。

Wells 評価は、プロジェクトを

始めるときに私が考えていたよりも

ずっとよかったです。このプロジェ

クトを始めた際、このプロジェクト

は教材を他の言語に翻訳しなければ

ならないため、大変難しいだろうと

いわれました。しかし、１年が経過

した後で振り返ると……、この地図

（次頁参照）を見てください。

グレーに塗られている部分は、そ

の地域で広く話されている言語に翻

訳が行われた地域です。非常に広い

地域の言語に翻訳されていることが

分かります。これは、私にとって、

このアプローチが好意的に受け止め

られたことを示す客観的な評価でし

た。地図にはワークショップを開催

した場所も示されています。ワーク

ショップを開催した場所は、オレン

ジ色の丸の部分です。丸の中にある

数字はワークショップの日数です。

②と書かれていれば、２日間のワー

クショップ、③と書かれていれば３

日間のワークショップを開催したこ

とを示しています。このワークショッ

プが終われば、日本をグレーに塗っ

て、東京の上に②と書くことができ

ますね（編注：地図は受講後に日本

での研修実績を反映したもの）。個々

の評価もとても好意的なものです。

ただし、それらの評価を取りまとめ、

それに対して何か対応をとるという

ことがまだうまくできていません。

世界のさまざまな人が教材を有用で

あると感じ、その国の言語に翻訳す

ることによって、このプロジェクト

は続いていきます。しばらくすると、

我々の手を離れてひとりでに発展し

ていくと思います。現在、私たちは

ヘッジ会計、負債など、さらに多く

のケース・スタディーの作成に取り

組んでいます。金融危機や金融危機

の間に欧米経済で生じたさまざまな

事柄を取り上げた、「大きくて潰せ

ない（toobigtofail）」の問題にも

取り組んでいます。ほかにも企業結

合、連結、減損などがあります。最

近始めたばかりで、私も非常に楽し

んで取り組んでいるものの１つに、

「測定に関する横断的論点」という

ものがあります。これはケース・ス

タディーではなくプレゼンテーショ

ンですが、会計上直感に反すると思

われる事柄に焦点をあてています。

それが本当に直感に反するものであ
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るかどうか、さらに注意深く検討し

ます。また、他の分野についても取

り上げています。

山 田 次は、このフレームワー

クに基づくアプローチをより多くの

講師が適用し、彼らが自ら教材を作

成したり、幅広く経験を交換したり

することだと思いますが、その点は

いかがですか。

Wells IFRSが世界で一貫して適

用され、私たちが研修を行う必要が

なくなれば嬉しいです。その日がく

れば、私たちの努力は報われたこと

になります。まだ何年かかかりそう

ですが（笑）。

竹 村 IFRS財団での教育イニ

シアティブが終了したら、大学に戻

りたいと思いますか。

Wells 教えることは最もやりが

いのある仕事だと思います。何かひ

らめく瞬間を見たり、初めて何かを

理解し、判断や見積りができるよう

になって実務でそれを実践するため

のスキルを身に付けていくのを見る

のは、本当にやりがいがあります。

きっといつかは教職に戻ると思いま

す。

竹 村 日本の本誌読者に何かメッ

セージはありますか。また、日本の

会計教育に携わる人に期待するもの

はありますか。

Wells フレームワークに基づく

IFRS教育を実践したいと考える方

がいれば、喜んでお手伝いしたいと

思っています。日本は、世界で３番

目に大きい経済であり、IFRSのさ

らなる使用に向けて着々と歩みを進

めています。もし、日本の講師の方々

がフレームワークに基づくアプロー

チを用いることを選択した場合、そ

のサポートを行うために時間は惜し

まないつもりです。

竹 村 今日はお時間を割いてい

ただいてありがとうございました。

素晴らしいお話でした。

Wells この場を設けていただき

ありがとうございます。皆様のご尽

力がなければここに来ることはでき

ませんでした。どうもありがとうご

ざいました。
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■ Comprehensiveteachingmaterial:Languages-Arabic,Chinese,English,French（Stage3only）,Japanese,Polish（Stage3only）,

Portuguese,RussianandSpanish.

○ ・Traintheteacher・workshop:numberindicatesdurationindays.
V○ Half-dayvideoconference.

（出典：IFRS財団イニシアティブガイド）
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〈注〉

ⅰ IFRS教育イニシアティブのウェ

ブサイト http://www.ifrs.org/U

se-around-the-world/Education/Pa

ges/Education.aspx

ⅱ IAS第８号「会計方針、会計上

の見積りの変更及び誤謬」には、

取引その他の事象又は状況に具体

的にあてはまるIFRSが存在しな

い場合、経営者による会計方針の

策定及び適用に階層的なアプロー

チを設けている。具体的に、上記

のケースでは、類似の事項や関連

する事項を扱っているIFRSの要

求事項を参照し、IFRS内に該当

がなければ「フレームワーク」に

おける資産、負債、収益及び費用

に関する定義、認識基準及び測定

概念を参照する（IAS第８号11項）。

ⅲ 105の法域で、公的説明責任の

ある国内企業（上場企業及び金融

機関）のすべて又はほとんどすべ

てに対してIFRSによる財務報告

を要求している。http://www.ifr

s.org/Use-around-the-world/Pages

/Analysis-of-the-IFRS-jurisdiction

al-profiles.aspx

ⅳ IAS第１号「財務諸表の表示」

122～124項参照

ⅴ IAS第41号「農業」１項及び５

項参照

ⅵ IAS第16号「有形固定資産」２、

３及び６項参照

ⅶ ステージ３の研修教材ではサファ

リパークを舞台にしたケース・ス

タディー「オープン・サファリ」

を扱っている。

ⅷ 当該サイトから研修教材のダウ

ンロードが可能。
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